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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 溶連菌製剤OK－432を手術前，経内視鏡的に腫瘍内

投与し，投与された腫瘍局所の変化，投与前後におけ

る患者の細胞性免疫能の変動，この投与が所属リンパ

節の抗腫瘍的な免疫反応に与える影響などを検索し，

本投与法の免疫学的意i義や治療効果を明らかにするこ

とを目的とした．

 対象および方法

 溶連菌製剤OK－432を手術5日前に10KE経内視鏡

三幅蒲団投与した早期胃癌のうち，リンパ節転移陰性

の20症例を対象として以下の諸点を検索した．

 1） 腫瘍局所の病理組織学的所見

 2）末梢血リンパ球数，末梢血リンパ球PHA幼若化

反応，Tcell subsetsからみた患者の細胞性免疫能

 3）所属リンパ節リンパ球PHA幼若化反応， natu－

ral kHler細胞活性， T cell subsets，リンパ節反応形

態 （sinus histiocytosis， paracortical hyperplasia，

germinal center hyperplasia）からみた所属リンパ節

の抗腫瘍的な免疫反応

 また，OK－432非投与でリンパ節転移陰性の早期胃

癌16症例についても同じように検索，対照とした．

 成績および結論

 1）OK－432が投与された腫瘍局所には，リンパ球様

細胞浸潤が認められた．

 2）OK－432の術前腫瘍内投与により，末梢血リンパ

球数，末梢血リンパ球PHA幼若反応の術後低下は防

止しえた，

 3）OK－432の術前腫瘍内投与により，末梢血リンパ

球のOKT4細胞化は上昇した．

 4）OK－432の術前腫瘍内投与により，近位リンパ節

リンパ球のPHA幼若化反応， natural killer細胞活性

は上昇した．

 5）OK－432の術前腫瘍内投与により，所属リンパ節

リンパ球のTcell subsetsに大きな変動は認められな

かった．

 6）OK－432の術前腫瘍内投与により，所属リンパ節

のsinus hlstiocytosis， paracortical hyperplasiaの

gradeは上昇したが， germinal center hyperplasiaに

は大きな変動は認められなかった．

 以上の成績からみて，溶連菌製剤OK－432の術前経

内視鏡的腫瘍内投与には，腫瘍局所にリンパ球様細胞

を浸潤させる効果，術後の全身的な細胞性免疫能低下

を防止する効果，所属近位リンパ節の抗腫瘍的な免疫

反応を増強させる効果などがあると思われる．いずれ

も胃癌の予後に好結果をもたらすものであり，本投与

法は臨床的有用性をもつ治療法であると考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は溶連菌製剤OK－432を早期胃癌の術前に経内視鏡的に腫瘍近傍粘膜下に注入し，末梢血の

細胞性免疫能，切除標本の腫瘍局所の病理組織像，所属リンパ節の抗腫瘍的免疫反応を検討した結果，

OK－432の局所注入が，局所ならびに全身の細胞性免疫能ならびに所属近位リンパ節の抗腫瘍的免疫

反応を増強させる効果があることを明らかにしたもので，臨床上学術上価値あるものと認める．
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